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※事務局記入欄 

№ A-55 

【様式２】 

部門名： 

カリキュラム・マネジメント実践部門 

エントリー名： 

芝浦工業大学附属高等学校 

活動名： 

（主題 10文字）真に修学する修学旅行 

（副題 16文字）修学旅行を利用した ICT総合学習 

解決すべき課題： ①教師主導型の修学旅行から，生徒主体で創造性を育む真の修学旅行に変えること   

②学習指導要領が示す「総合的な学習の時間」の目的を達成する事前事後学習を構築すること 

③体系化された学習・体験の広がりと ICT を利用した表現・発表の機会のある活動にすること 

目標・方針：①カリキュラム・マネジメントを行い，できる限り多くの時間を事前事後学習に利用する 

②平和学習や九州×SDGs について，調べ学習で終わらずに，課題解決学習（PBL 学習）を意識して，

生徒自身が「自分たちは課題解決のために何ができるか」という具体的な行動を考える事前事後学習にする 

③創造性と独創性のある ICT を利用した表現・発表の機会として 4～5人の班でホームページを作成する 

活動内容：①学校全体で，生徒たちの学びをサポートした ②SDGs や平和学習など，個人活動と協働活

動を合わせて，生徒自身の思考が深まるようにカリキュラム・マネジメントをした ③著作権，肖像権，個人情

報保護法などのリテラシー教育を行い，各班がホームページを作成し、学びのポートフォリオとした 

活動の成果：①修学旅行にかかわる学年だけではなく，学校全体で生徒の学びを支援する体制が構築され

たこと ②生徒に，「創造力」「主体的に学ぶ力」「自らの考えを広く発信する力」「PC の使用からホームページ

を制作するまでのリテラシー能力」「著作権などについての充分な理解」が培われたこと 

アピールポイント（アイディアや工夫）：①課題解決学習を行う学校は多いが，それを学びのポートフォリオ

として少人数でホームページを作成し，生徒自身が公開する点が全国初であろう独創的な取り組みである．

②そのために，リテラシー教育を十分に行い，各班が創造性の高いホームページを作るためにセキュリティ面の

安全を担保しつつ学校全体で支援する仕組みづくりの過程が，他校への汎用性がある取り組みである． 

 

 

 
 


